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５
月
24
日（
土
）と
31
日

（
土
）、大
和
、太
白
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
主
催
事
業「
Ｍ

Ｙ
Ｕ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
デ

イ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
デ
イ

は
、
第
一
部
と
第
二
部
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
し
、

第
一
部
の
前
後
に
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー（
学
内
施
設
の
案
内
）も
行
い
ま
し

た
。
両
日
合
わ
せ
て
２
０
０
人
近
い
会
員
と
教
職

員
約
１
０
０
人
が
集
い
、
大
学
で
の
教
育
に
触
れ

つ
つ
、
会
員
同
士
や
会
員
と
教
職
員
の
交
流
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
学
部
別
に
開
催
し
、
教
員
に
よ
る
模

擬
講
義
に
続
き
学
部
紹
介
、
就
職
支
援
、
学
生
生
活

に
関
す
る
説
明
・
質
疑
等
を
行
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
で
は
、
案
内
役
の
学
生
、
教
員
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら
講
義
室
や

実
習
施
設
な
ど
を
め

ぐ
り
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
太
白
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
今
回
初
の

試
み
と
し
て
、
希
望

す
る
会
員
と
教
員
に

よ
る
個
別
相
談
会
も

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
で
５
回
目
と

な
る
こ
の
事
業
は
、

大
学
と
の
共
催
で
、

大
学
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
会
員

の
意
見
を
大
学
の
教
育

事
業
や
後
援
会
の
助
成

事
業
等
に
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
な
ど
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
第
二
部
の
懇
談
会
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
を
会
場
に
、
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
の
形
式
で
、
会
員
と
教
職
員
が
自
由
に
意

見
交
換
で
き
る
場
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
懇
談
会
で
は
、
実
習
成
果

品
の
試
食
・
販
売
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
大
学
生
協
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
大
和
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も
太
白
・
坪
沼
農
場
の
リ
ン
ゴ
で
作
っ

た
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
と
販
売
が
行
わ
れ
、
参
加
者

の
評
判
は
上
々
で
し
た
。

　

毎
年
、
こ
の
事
業
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

好
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
内

容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
後
援
会
会
計
書
記　

八
島
英
明
）

主
催
事
業「
Ｍ
Ｙ
Ｕ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
デ
イ
」

宮
城
大
学
の
取
り
組
み

初
開
催
、春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
の
講
義
を
公
開

模擬講義を聴講する会員＝太白キャンパス多目的室

看護学部意見交換会

　

宮
城
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
1
4
の
第
一
弾

と
し
て
、
6
月
9
日（
月
）か
ら
13
日（
金
）ま
で
春
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス「
講
義
開
放
W
e
e
k
」を
大
和
・
太
白

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
大
学
の
講
義

の
様
子
を
知
り
た
い
と
い
う
感
想
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
学
部
紹
介
や
入
試
相
談

の
ほ
か
に
、
今
年
初
め
て
大
学
の
講
義
を
公
開
し
見
学
で

き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
「
講
義
開
放
W
e
e
k
」期
間
中
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

の
天
気
で
し
た
が
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
合
わ
せ
て
約
4
0
0

人
の
高
校
生
・
保
護
者
等
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
高
校
生

は
大
学
の
講
義
に
戸
惑
う
こ
と
な
く
真
剣
に
見
学
し
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
普
段
の

宮
城
大
学
の
様
子
を
直
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
学
務
課　

籏
野
一
浩
）

大
学
教
育
に
触
れ 

教
員
と
の
交
流
深
め
る

※オープンキャンパス2014開催予定

夏のオープンキャンパス
大和キャンパス：7/27（日）、太白キャンパス：7/20（日）

秋のオープンキャンパス（大学祭と併催）
大和キャンパス：10/12(日)、太白キャンパス：10/19（日）

温室見学＝太白キャンパスツアー

和やかに歓談する参加者
＝大和キャンパスカフェテリア懇談会

坪沼農場産リンゴジュース

大和 太白 大和

太白 大和

見学者で賑わったキャンパス



４
月
３
日（
木
）、
平
成
26
年
度
宮
城
大

学
入
学
式
が
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

宮
城（
宮
城
県
民
会
館
）を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
外
の
施
設
で
入
学
式
を
行
う

の
は
、
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
入
学
生
は
、
看
護
学
部

１
０
２
人
、
事
業
構
想
学
部
２
０
８
人
、

食
産
業
学
部
１
４
０
人
の
学
部
生
４
５
０

人
と
大
学
院
生
５
２
人
の
計
５
０
２
人
で

す
。
当
日
は
教
員
全
員
が
式
に
出
席
し
、

参
加
し
た
ご
家
族
の
皆
様
と
全
員
一
緒
の

会
場
で
、
晴
れ
て
宮
城
大
生
に
仲
間
入
り

し
た
入
学
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

西
垣
克
学
長
は
、
式
辞
の
中
で「
地
域

を
深
く
認
識
で
き
る『
東
北
学
』と
い
う
よ

う
な
も
の
を
学
ん
で
ほ
し
い
」こ
と
や
、

「
表
層
的
な
知
識
や
流
言
飛
語
に
惑
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
自
我

を
持
ち
、
多
様
で
混
沌
と
し
た
時
代
を
生

き
抜
い
て
い
く
秘
訣
を
養
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
宮
城
大
学
で

共
に
学
ぶ
新
し
い
仲
間
を
全

学
を
挙
げ
て
歓
迎
す
る
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
ご
来
賓
の
方
々

を
代
表
し
て
村
井
嘉
浩
宮

城
県
知
事
、
安
藤
俊
威
宮

城
県
議
会
議
長
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

テ
ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ト
ロ
ナ

ク
学
長
か
ら「
皆
さ
ん
の

学
業
、
人
生
へ
の
幸
運
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
」と

英
語
に
よ
り
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

入
学
生
を
代
表
し
て
、

事
業
構
想
学
部
デ
ザ
イ

ン
情
報
学
科　

坂
本
依

真
里
さ
ん
は
、「
自
分
た

ち
が
思
い
描
い
て
い
る

夢
を
よ
り
具
体
的
な
も

の
に
し
、
実
現
す
る
た

め
に
４
年
間
を

有
効
に
使
い
た

い
」と
の
抱
負

と
、
大
学
で
の

学
び
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
後
援
会
会
計
書
記　

八
島
英
明
）

人間力の向上目指す
教養教育の確立

　　  西垣 克学長

平成26年度後援会総会開く

会長に中村美奈氏を再選

学生と大学への
必要な支援に努力

後援会会長　中村 美奈

本
年
は
、
宮
城
大
学
と
し
て
初
め
て
、
学

外
で
の
入
学
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
昨
年

ま
で
は
後
援
会
の
皆
様
方
に
も
多
く
参
加
い

た
だ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
方

を
収
容
す
る
場
が
な
く
、
テ
レ
ビ
中
継
で
参

加
い
た
だ
く
と
い
う
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
新
入
生
を
お
迎
え
し
、
祝
福
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

入
学
式
で
は
、
連
携
大
学
と
し
て
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
州
立
テ
ン
プ
ル
大
学
の
日
本
校
の

ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト
ロ
ナ
ク
学
長
に
よ
る
英
語

の
祝
辞
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
宮
城
大
学
で
は
、
英
語
力
は
も
と
よ
り

人
間
力
重
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
進
め

て
い
ま
す
。
自
立
し
た
学
習
態
度
を
涵
養
す

べ
く
教
育
環
境
の
整
備
に
も
鋭
意
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
日
常
的
に
大
学
を
訪
問

い
た
だ
き
、
一
緒
に
学
習
を
共
有
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　

新
た
な
教
養
教
育
の
確
立
を
担
う
の
は
、

「
人
間
形
成
・
鍛
錬
セ
ン
タ
ー
」と
位
置
付
け

て
お
り
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

が
自
由
に
弓
道
を
修
養
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
人
生
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
、

そ
の
的
を
射
て
い
く
鍛
錬
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
将
来
遭
遇
す
る
い
か
な
る

社
会
環
境
に
対
し
て
も
、
持
て
る
知
力
、
体

力
、
気
力
な
ど
の
人
間
力
を
振
り
絞
っ
て
立

ち
向
か
い
、
己
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く

人
間
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
今

後
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
弓
道
場
を
建
築
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

は
、
後
援
会
と
し
て
更
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

日
頃
、
後
援
会
の
運
営
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
は
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
設
立
か
ら
17
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
総
会
で
は
、
事
業
計
画
・
予
算
案
等
の
ご

承
認
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
長
職
2
期
目
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
個
々
の
会
員
が
大
学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
、
主
催
事
業「
保
護
者
の
集
い
」の
名
称
を「
Ｍ
Ｙ
Ｕ
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
デ
イ
」に
代
え
て
開
催
し
た
ほ
か
、
大
学
の
新
し
い
行
事「
新

入
生
交
流
会
」の
費
用
に
助
成
す
る
な
ど
、
教
育
事
業
等
の
変
化
に
も

対
応
し
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

宮
城
大
学
は
今
、
西
垣
克
学
長
の
ご
指
導
の
も
と
、
人
と
し
て
の
教
養

を
重
要
視
し
、
地
域
・
社
会
ニ
ー
ズ
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
学
生
の
親
で
も
あ
る
私
ど
も
会
員
は
、
成
長
し
た
子
供

た
ち
の
心
身
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
、
手
は
離
れ
て
も
目
を
離
さ
ず
、
学

生
と
大
学
へ
の
必
要
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
も
の
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平成26年度宮城大学後援会総会が4月
3日、東京エレクトロンホール宮城で行わ
れ、会長に中村美奈氏が再選されました。

平成26年度事業計画
内　容

総会 4月3日
理事会 年6回

特別委員会 学生代表との意見交換会2回(キャンパス毎）
会長副会長会議1回

各種助成 学生会（執行部、新入生歓迎会、出版、サークル、
大学祭、ガーデンキャンパス）

支援事業
資格取得奨励金支給
体育・文化活動に対する奨励金支給
進路対策事業支援
留学生住宅総合補償金一部助成

入学記念事業 新入生へ記念品（校章ピンバッジ）配布「新入生
交流会」一部費用助成    

卒業記念事業
卒業生（学部生）へ記念品配布
大学へ記念品贈呈
卒業記念パーティ助成

主催事業 MYUサポーターズデイ
講演会

会報発行 第43・44号

平成25年度事業報告
内　　　容

総会 4月3日
理事会 年 7 回（通常 6、臨時 1）

特別委員会
会長副会長会議 3 回
学生代表との意見交換会2回(各キャンパス毎）
サークル助成検討委員会 4 回

各種助成 学生会（執行部、新入生歓迎会、出版、サーク
ル（38団体）、大学祭、ガーデンキャンパス）

支援事業

資格取得奨励金支給
第 1 回、第 2 回宮城大学事業構想学部・食産
業学部合同企業説明会助成
看護国家試験対策費助成
事業構想学部・食産業学部 R-CAP（自己分析
等診断）実施費用助成

「新入生交流会」一部費用助成
留学生住宅総合補償金一部助成

入学記念事業 新入生へ記念品（校章バッジ）配布

卒業記念事業
卒業生（学部生）へ記念品（訂正印付き印鑑）配布
大学へ記念品贈呈
広報用バックボード（各キャンパス 1 基）

主催事業 MYUサポーターズデイ（各キャンパス毎開催）
白幡洋一氏講演会

会報発行 第 41・42 号

平成26年度一般会計予算
項　目 予　算　額 備　　　　考

収
　
入

会費 17,960,000 新入生・編入生・終身会員
雑収入 0
寄付金 0
繰越金 4,480,951
他会計繰入金 0

計 22,440,951

支
　
出

事務費 2,346,000 人件費、通信費等
会議費 400,000 理事会・特別委員会経費
事業費 14,320,000 サークル助成等

入学記念事業費 1,056,000 入学記念品（校章バッジ）
新入生交流会費用一部助成

卒業記念積立金 1,540,000 卒業生記念品
記念事業等積立金 2,500,000
予備費 278,951

計 22,440,951

平成26年度特別会計予算（卒業記念事業積立金）
項　目 予　算　額 備　　　　考

収
　
入

積立金 1,540,000 入学生 440 人× 3,500 円
繰越金 7,423,244

計 8,963,244

支
　
出

事業費 2,270,000 大学、学生への記念品
卒業記念事業積立金 6,693,244
一般会計繰出金 0
予備費 0

計 8,963,244
（記念事業等積立金）

項　　　目 予　算　額 備　　　　考
収
　
入

積立金 2,500,000
繰越金 6,876,868

計 9,376,868

支
　
出

事業費 0
記念事業等積立金 9,376,868
予備費 0

計 9,376,868

平成25年度一般会計決算
項　　　目 決　算　額 備　　　　考

収
　
入

会費 18,840,000 新入生・編入生・終身会員
雑収入 5,475
寄付金 0
繰越金 3,948,528
他会計繰入金 420,000 卒業記念事業積立金より

計 23,214,003

支
　
出

事務費 2,129,778 人件費、通信費等
会議費 387,054 理事会費用弁償費等
事業費 11,091,460 大学祭、サークル助成等

入学記念事業費 809,760 校章ピンバッジ配布
新入生交流会費用一部助成

卒業記念積立金 2,315,000 卒業生記念品　
記念事業等積立金 2,000,000
予備費 0

計 18,733,052

平成25年度特別会計決算（卒業記念事業積立金）
項　　　目 決　算　額 備　　　　考

収
　
入

積立金 2,315,000 入学生 463 人× 5,000 円　　　　　　
繰越金 7,690,284

計 10,005,284

支
　
出

事業費 2,162,040 大学への記念品、
学生への記念品

卒業記念事業積立金 7,423,244
一般会計繰出し金 420,000 新入生交流会費用一部助成

計 10,005,284
（記念事業等積立金）

項　　　目 決　算　額 備　　　　考

収
　
入

積立金 2,000,000
雑収入 0
繰越金 6,749,401

計 8,749,401

支
　
出

事業費 1,872,533 15 年のあゆみ
「息吹Ⅱ」作成費

記念事業等積立金 6,876,868
計 8,749,401

平成26年度　宮城大学大学院入学者選抜試験実施状況

学  部  ・  学  科
募集
人員

実質競
争倍率

入学
者数

入学者詳細

性  別 出身地

男性 女性 県内 県外

看護学研究科博士前期 10 1.5 15（ 2) 0 15 6 9
看護学研究科博士後期 3 2.0 1( 1) 0 1 0 1
事業構想学研究科博士前期 20 1.1 19(14) 15 4 15 4
事業構想学研究科博士後期 3 2.7 3( 0) 2 1 0 3
食産業学研究科博士前期 13 1.1 10( 9) 6 4 10 0
食産業学研究科博士後期 3 1.0 4( 1) 3 1 2 2

合　　　　計 52 1.3 52(27) 26 26 33 19
※（　）内の数字は宮城大学からの進学者

平成26年度　宮城大学入学者選抜試験実施状況（編入学を含む）

学部・学科・（種別）
募集
人員

実質競
争倍率

入学
者数

入学者詳細

性  別 出身地

男 女 県内 県外

看護 看護学科 100 3.4 102 10 92 61 41

事業
事業計画学科 100 2.6 105 52 53 77 28
デザイン情報学科 100 2.8 103 37 66 55 48

食産
ファームビジネス 42 3.7 48 12 36 19 29
フードビジネス 52 3.7 56 15 41 23 33
環境システム 31 4.1 36 22 14 16 20
合　　　計 425 3.2 450 148 302 251 199

※出身地は、卒業高校等所在地で分類（大検は県外に分類）

平
成
26
年
度

後
援
会
役
員

１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

役
職
名

氏
名
（
敬
称
略
）

会
　
長

中
　
村
　
美
　
奈

副
会
長

角
　
田
　
秀
　
晴

〃

菊
　
地
　
　
　
正

〃

渡
　
辺
　
久
　
徳

理
　
事

青
　
木
　
成
　
徳

〃

伊
　
東
　
淑
　
恵

〃

遠
　
藤
　
明
　
美

〃

沖
　
野
　
佳
　
秀

〃

木
　
口
　
幸
　
雄

〃

齋
　
藤
　
浩
　
美

〃

下
　
山
　
晴
　
朗

〃

白
　
鳥
　
克
　
美

〃

髙
　
橋
　
明
　
子

〃

千
　
葉
　
晶
　
子

〃

松
　
澤
　
晶
　
子

〃

村
　
上
　
晃
　
淳

〃

和
　
田
　
達
　
雄

監
　
事

阿
　
部
　
孝
　
一

〃

佐
　
藤
　
和
　
利

〃

千
　
葉
　
清
　
純

平
成
26
年
度
宮
城
大
学
入
学
式

初
の 

学
外
開
催 

一
堂
に
会
し
盛
大
に

東京エレクトロンホール宮城 大ホール

代表で抱負を述べるデザイン情報学科 坂本依真里さん



c o l u m n N
H
K
の
E
テ
レ
で
放
送
し
て
い
る「
東
北
発

☆
未
来
塾
」の
5
月
の
番
組『
食
の
チ
カ
ラ
』に
参

加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

今
回
の
未
来
塾
の
講
師
は
、
山
形
県
の
庄
内

地
域
で
地
元
の
食

材
に
こ
だ
わ
っ
た

レ
ス
ト
ラ
ン「
ア

ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー

ノ
」の
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
、
奥
田
政

行
さ
ん
で
し
た
。

奥
田
さ
ん
の「
食
」

に
対
す
る
想
い
・

哲
学
を
余
す
こ
と

な
く
教
え
て
い
た

だ
き
、
撮
影
中
は

感
動
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
奥

田
さ
ん
は
食
材
を
料
理
す
る
前
に
必
ず
農
家
の

元
へ
と
訪
れ
て
、
農
家
の
そ
の
生
産
物
へ
の
こ
だ

わ
り
、
生
産
地
の
気
候
・
環
境
・
自
然
ま
で
皿
の

上
で
再
現
で
き
る
よ
う
に
徹
底
的
に
調
べ
上
げ
ま

す
。
そ
の
料
理
へ
の
ス
タ
ン
ス
は
ま
さ

に
超
一
流
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
奥
田

さ
ん
の
料
理
へ
の
姿
勢
か
ら
感
じ
た

も
の
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。

奥
田
さ
ん
か
ら
頂
い
た
言
葉
の
中

で
特
に
心
に
強
く
残
っ
て
い
る
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
命
の
炎
を

燃
や
せ
」で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
奥
田

さ
ん
の
料
理
そ
し
て
人
生
に
対
す
る

哲
学
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私

は
感
じ
ま
し
た
。「
自
分
が
生
き
る
道

と
し
て
職
業

を
選
ん
だ
瞬

間
、
そ
こ
で

人
は
腹
を

括
っ
て
自
分

の
想
い
を
具

体
化
す
る
た

め
に
修
行
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」

と
奥
田
さ
ん
は
続
け
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

私
は
い
ま
食
産
業
学
の
学
生
と
し
て「
食
」に
関

わ
る
も
の
を
様
々
な
面
で
学
ん
で
い
ま
す
が
、
い

く
ら
大
学
で
学
ん
で
も
心
の
中
で
は
ぼ
ん
や
り
と

し
た
も
の
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

奥
田
さ
ん
に
お
会
い
し
て
、
そ
の
ぼ
ん
や
り
と
し

た
想
い
は
鮮
明
な
輪
郭
を
描
き
、
私
の
将
来
へ
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
必
ず「
食
」に
関
わ
る
職
に
就
き
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
職
に
就
き
妥
協
が
許
さ
れ

な
い
環
境
に
身
を
置
く
と
き
、
私
は
奥
田
さ
ん
か

ら
学
ん
だ
プ
ロ
と
し
て
の
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
学
び

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
学
部「
医
療
機
関
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」を
、

6
月
11
日（
水
）、
本
学
体
育
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
県
内
外
の
48
医
療
機
関
に
お
い
で
い
た
だ

き
、
3
・
4
年
生
１
９
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
生
は
、
参
加
し
た
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
事

前
に
医
療
機
関
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
参
考
に
研
究
し
て
臨
み
、
説
明
後
の
質
疑

応
答
で
は
、
入
職
後
の
教
育
体
制
等
を
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
医
療
機
関
に
就
職
し

た
多
く
の
本
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
参
加
し
て
お
り
、

看
護
職
と
し
て
の
成
長
ぶ
り
に
、
学
生
の
み
な

ら
ず
教
員
も
大
変
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

4
年
生
は
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
・
国
家
試
験

と
忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
全
て
の
学
生

が
希
望
の
職
に
就
け
る
よ
う
、
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
務
課　

萩
野
俊
輔
）

●主な就職先
東北大学病院　東北薬科大学病院　東北公済病院　仙台厚生病
院　JCHO仙台病院　宮城県立病院機構　宮城県立こども病院　
大崎市民病院　坂総合病院　仙台市立病院　仙台オープン病院　
仙台西多賀病院　石巻赤十字病院　NTT東日本東北病院　虎ノ
門病院　川崎市病院局　ライフ・エクステンション研究所付属
永寿総合病院　横浜市立市民病院　山形済生病院　武蔵野赤十
字病院　扶桑薬品工業㈱　弘前大学医学部附属病院　浜松医科
大学医学部附属病院　日本赤十字社医療センター　日本医科大
学付属病院　栃木県立病院　東京臨海病院　東京大学医学部附
属病院　東京医科大学八王子医療センター　東海大学医学部付
属病院　横浜市　宮城県　亘理町　春日部市

●主な進学先
宮城大学大学院　

●主な就職先
宮城県　仙台市　大崎市　㈱七十七銀行　㈱仙台銀行　㈱三井住友銀行　㈱りそな銀行　東日本
旅客鉄道㈱　宮城県商工会連合会　㈱日立ソリューションズ　㈱メガネトップ　(独)労働者健康福
祉機構　ＪＲ東日本東北総合サービス㈱　㈱日立ソリューションズ東日本　あいおいニッセイ同和
損害保険㈱　㈱永大ハウス工業　現代自動車ジャパン㈱　コニカミノルタビジネスソリューション
ズ㈱　スズキ㈱　スターツコーポレーション㈱　ゼリア新薬工業㈱　全国労働者共済生活協同組
合連合会　仙台厚生病院　第一三共ヘルスケア㈱　田辺三菱製薬㈱　東北インフォメーション・シ
ステムズ㈱　富谷町　日本銀行　仙台支店　野村證券㈱　鋼城正大法律事務所　富士フイルムメ
ディカル㈱　三菱ＵＦＪインフォメーションテクノロジー㈱　ライオン㈱　㈱ＤＮＰ東北　㈱河北
新報社　イオンリテール㈱　東日本電信電話㈱　エヌ・ティ・ティコミュニケーションズ㈱

●主な進学先（大学案内掲載データ）
宮城大学大学院　東北大学大学院　仙台子ども専門学校　

●主な就職先
味の素ゼネラルフーヅ㈱　伊藤忠食品㈱　㈱日本アクセス　全国農業協同
組合連合会宮城県本部　井ケ田製茶㈱　㈱ロイズコンフェクト　白鶴酒造
㈱　東北国分㈱　ＪＲ東日本東北総合サービス㈱　㈱藤崎　不二製油㈱　
伊藤ハムデイリー㈱　東北労働金庫　宮城県警　フクシマフーズ㈱

○主な進学先
宮城大学大学院　

●主な就職先
農林水産省　東北農政局　東北地方整備局　㈱
七十七銀行　大東建託㈱　宮城県　東京都　カメイ
㈱　仙建工業㈱　ホーマック㈱

●主な進学先
宮城大学大学院　東北大学大学院
横浜国立大学大学院　

●主な就職先
農林水産省　宮城県　三井食品㈱　カメイ㈱　仙台コカ・コーラボトリング㈱　
越後製菓㈱　宮城県信用保証協会　イオンスーパーセンター㈱　㈱ヨークベニ
マル　㈱青木商店　ＪＡ全農北日本くみあい飼料㈱　㈲竹鶏ファーム　多賀城市　
全国畜産農業協同組合連合会　仙台農業協同組合　いしのまき農業協同組合

●主な進学先
宮城大学大学院　東北大学大学院　筑波大学大学院　

●主な就職先
◆デザイン情報コース　カメイ㈱　凸版印刷㈱　六三印刷㈱　宮城県商工会連合会　山形おきたま農
業協同組合　日新火災海上保険㈱　㈱河北アド・センター　㈱日立情報通信エンジニアリング
◆空間デザインコース　いわき市　スターツコーポレーション㈱　住友林業ホームテック㈱　セキスイ
ハイム東北㈱　登米市　丸紅コミュニティ㈱　㈱長谷工コーポレーション　㈱プリンスホテル
◆情報システムコース　新日鉄住金ソリューションズ㈱　テクノ・マインド㈱　東日本電信電話㈱　㈱
ＤＮＰ情報システム　㈱ＮＴＴデータ東北　㈱サイエンティア　三井住友海上火災保険㈱　㈱野村総合
研究所

●主な進学先　
宮城大学大学院　東北大学大学院　慶應義塾大学大学院　情報科学専門学校　宮城大学大学院　
東北大学大学院　仙台子ども専門学校　
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　「テーブルに載せ、前に進める。」学部での学生生活の後半、この言葉
を研究テーマとして掲げ、学生達はそれぞれ研究室に配属されて卒業
研究等に取り組みます。研究室の扉はいつも開かれていて、部屋の中を
のぞくと大きな木の天板が目に飛び込んできます。学生達はこの木製の
テーブルを囲み、個人がそれぞれ関心のある話題についてプレゼンテー
ションし、全員でディスカッションをするというのが「ゼミ」のスタイルに
なっています。ささやかな話題でも、びっくりするようなテーマでも、ま
ずはこのテーブルに載せ、皆との意見交換を重ねて一歩一歩前に進め
る。個人の研究活動を展開していくための大切な作法となっています。
　2011年3月の東日本大震災の発災から、デザインを考え作っていくた

めの個人の研究活動、そ
して研究室としての活動
においても、私たちは重
大な意識の変革を迫られ
ました。5月に大学が始業
し、混沌とした事態の中で
これから何をすべきか、当
時の学生達とともに真剣
に考える必要がありまし

た。そして研究室の木のテーブ
ルを囲んで様々な議論を重ねて
始めた活動が「A

ア

 B
ブ ッ ク

ook f
フォー

or O
ア ワ

ur 
F
フューチャー

uture, 311」という南三陸町戸
倉長

なが

清
し

水
ず

の集落を支援する活
動です。現地を訪ね、自身の目
で見て感じたことへの真摯な応
答として、被災地での地域社会
の再生を地元の人たちと共に考
え、一つずつ前に進めることから始めました。
　その年の6月に長清水集落で開催したワークショップの際、晴

せい

海
がい

波
は

と
いう日本古来の図柄を用いたてぬぐいを作り、皆で汗をぬぐって被災
地の復興に取り組もうという一人の学生の提案が注目され、様々なご
縁もあってそれを実現することができましたが、こうしたプロジェクト
が多くの連鎖反応を興して、養殖漁業の拠点となる浜の番屋の再建、
集会施設の建設など、現在でも様々な活動に取り組んでいます。

（なかた　せんひこ）建築家　宮城大学准教授
1965年　東京生まれ
1990年　東京藝術大学美術学部建築科卒業
1993年　コロンビア大学大学院建築修士課程修了
1994年　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手
1997年　京都造形美術大学通信教育部専任講師
2000年　京都造形美術大学芸術学部助教授
2003年　新建築社に在籍　「新建築」誌、「a+u」誌副編集長
2005年　東京藝術大学大学院博士課程満期退学
2006年　宮城大学事業構想学部准教授

2012年3月に建設された「ながしず番屋」。地元の人
達と建物を完成させることで地域の活力になる拠点
づくりが実現しました。

医療機関ごとのブースに仕切られた会場
＝大和キャンパス体育館

一緒に番組に参加した塾生と
（谷口さん中央）

撮影終了後、講師の奥田さん㊨と
記念のツーショット

医療機関の説明を聞く学生

「ながしずてぬぐい」の図案を研究室の
テーブルで検討する学生たち。

事業構想学部デザイン情報学科准教授　中田千彦

宮城大学の学生たちがそそいだまなざしの華をさかせよう㊤

デザインを志す学生とともに

コラム 

食
産
業
学
部
フ
ァ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
2
年
　
谷
口 

智
紀

学部 学科 コース
平成 25 年度 

卒業者 就職 未就職 進学 その他
（自営等）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

看護学部 看護学科 8 79 87 8 77 85 0 0 0 0 1 1 0 1 1

事業構
想学部

事業計画学科 37 66 103 29 61 90 1 3 4 4 0 4 3 2 5

デザイン
情報学科

情報
システム 16 4 20 11 3 14 1 1 2 4 0 4 0 0 0

空間
デザイン 10 18 28 4 13 17 0 0 0 6 3 9 0 2 2

デザイン
情報 15 31 46 14 29 43 0 1 1 1 1 2 0 0 0

学科小計 41 53 94 29 45 74 1 2 3 11 4 15 0 2 2

学部小計 78 119 197 58 106 164 2 5 7 15 4 19 3 4 7

食産業
学部

ファーム
ビジネス学科 19 27 46 17 23 40 0 0 0 1 3 4 1 1 2

フードビジネス
学科 14 43 57 9 39 48 0 0 0 5 3 8 0 1 1

環境システム
学科 22 11 33 18 10 28 0 0 0 4 1 5 0 0 0

学部小計 55 81 136 44 72 116 0 0 0 10 7 17 1 2 3

全　体　 計 141 279 420 110 255 365 2 5 7 25 12 37 4 7 11

平成25年度卒業者の進路状況

　平成25年度宮城大学卒業式が、3月19日、大和キャ
ンパス講堂で行われました。
　今年卒業を迎えたのは、学部生419人、大学院生40
人の合わせて459人です。
　卒業生を代表して事業構想学部の今野慎也さんが、「こ
れからも、何事に対しても積極的に挑む精神を育んでい
きます」と社会人となる決意を述べました。
　式後は、恒例となった中央階段での記念撮影が行われ、
参加者の記憶に刻まれました。

「
食
」に
関
わ
る
覚
悟
を
学
ぶ

平成25年度卒業式

459人、学び舎を巣立つ

3
・
4
年
生
対
象
に

医
療
機
関
研
究
セ
ミ
ナ
ー

看護学科

事業計画学科

フードビジネス学科 環境システム学科ファームビジネス学科

デザイン情報学科

宮
城
大
生
、『
東
北
発
☆
未
来
塾
』（
N
H
K 

E
テ
レ
）に
出
演

事業構想学部

食産業学部

看護学部

看護師
91%

 
 

保健師6%

 
 その他の

業種2%

 
 

進学1%

 
 



私
は
、
昨
年
の
8
月
か
ら
今
年
の
5
月
ま
で
、

約
10
か
月
間
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
大
学
フ
ォ
ー
ト

ス
ミ
ス
校
に
生
物
学
を
専
攻
し
、
留
学
し
て
き

ま
し
た
。
生
物
を
中
心
に
、
化
学
や
数
学
な
ど

の
授
業
も
履
修
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語

で
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
授
業
や
、
ス
ピ
ー
チ
の
授

業
と
、
理
数
系
以
外
の
こ
と
も
、
幅
広
く
学
ん

で
き
ま
し
た
。
留
学
当
初
は
、
授
業
で
先
生
が

話
し
て
い
る
こ
と
が
、
全
く
理
解
で
き
ず
、
ボ

イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
を
利
用
し
て
、
授
業
後
何
度

も
図
書
館
で
、
そ
の
日
の
授
業
内
容
を
聞
き
返

し
、
復
習
し
ま
し
た
。
初
め
は
、
授
業
に
つ
い

て
い
く
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
だ
ん

だ
ん
と
耳
も
慣
れ
て
き
て
、
帰
国
す
る
直
前
に

は
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
な

し
で
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
授
業
以
外
で
は
、

細
胞
性
粘
菌
と
い
う
生
物
を

ベ
ー
ス
に
実
験
を
行
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。
3
人
の
現
地
の
学

生
と
イ
ン
ド
人
の
先
生
を
含

め
た
計
5
人
で
、
実
験
を
し
、

そ
の
結
果
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
発
表
す
る
た
め
に
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し
ま
し

た
。先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
元
に
、実
験
計
画
や
、

実
験
結
果
の
考
察
な
ど
に
つ
い
て
学
生
同
士
で

議
論
し
て
い
き
、
と
て
も
濃
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
見
事
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
異
国
の
地
で
、
現
地
の
学
生
達
と

切
磋
琢
磨
し
合
い
、
実
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
留
学
を
通
じ
て
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ

な
い
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
こ
と
、
辛
い

こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、

自
分
自
身
を
精
神
的
に
強
く
し
て
く
れ
た
の
と

同
時
に
、
自
分
で
も
や
れ
る
の
だ
と
、
自
信
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

両
親
や
友
達
、
宮
城
大
の
先
生

方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
留
学
生
活
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
支
え
て
く
れ
た
、
み
な

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か

し
、
将
来
は
多
く
の
人
の
役
に

た
て
る
人
に
な
れ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
勉
強
と
研
究
を
頑
張

り
ま
す
。

在
校
生
、卒
業
生
、保
護
者
、教
職
員
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
宮
城
大
学
に
関
わ
っ

て
い
る
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
思
い
で
つ
な
ぐ「
絆
」。
11
回
目
の
今
回
ご
登
場
い
た
だ
く

の
は
、
大
学
の
留
学
制
度
を
利
用
し
て
、
昨
年
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
こ
の
5
月
に
帰

国
し
た
食
産
業
学
部
4
年
の
中
村
圭
吾
さ
ん
で
す
。
留
学
を
通
し
て
自
身
の
成
長
を
ど

の
よ
う
に
実
感
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

留
学
体
験
を
将
来
の
糧
に

　

食
産
業
学
部
フ
ァ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
4
年　

中
村　

圭
吾

H26MYU
キャンパスカレンダー

▲ルームメイトに、親子丼を
　ご馳走（中村さん㊨）

シンポジウムでの▶
ポスター発表、
見事優秀賞に

宮
城
大
学
で
は
、
5
月
1
日
か
ら
1
泊
で「
新
入

生
交
流
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

新
入
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
新

入
生
同
士
、
先
輩
、
教
職
員
と
良
好
な
関
係
を
築
き
、

大
和
・
太
白
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
体
感
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
新
入
生
、
教
職
員
、
在
学
生
6
1
8
人
が
参
加

し
、
蔵
王
町
内
を
中
心
に
活
動
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
卒
業
生
と
の
交
流
や
、
自
分
が
面
白

い
と
思
っ
た
本
を
紹

介
し
合
う
競
技
型

書
評
会
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
予
選
を
行

い
、
続
く
2
日
目

は
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
準
決
勝
を
行
っ
た

後
、
み
や
ぎ
蔵
王

え
ぼ
し
高
原
を
活

用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
閉
会
式
で

は
、
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
決
勝
に
進
出
す
る
10
人
を
発
表
し
、
最
後
に

記
念
と
し
て
参
加
者
全
員
の
集
合
写
真
を
撮
影
し

ま
し
た
。

参
加
し
た
新
入
生
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」、「
来

年
度
は
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
し
た
い
」等
の
声

が
聞
か
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
2
日
間
を
過
ご
し
た

よ
う
で
す
。
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
学
生
の
交

流
の
輪
を
広
げ
宮
城
大
生
と
し
て
の
連
帯
感
が
深

ま
る
よ
う
、教
職
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
務
課　

萩
野
俊
輔
）

新
入
生
交
流
会

ビブリオバトル準決勝の様子

大自然に囲まれ全員集合

みやぎ蔵王えぼし高原でのフィールドワーク

蔵
王
合
宿
で
一
体
感

4月
1日（火）春季休業（～ 7日）

3日（木）入学式・後援会総会（県民会館）

8日（火）前期授業開始

5月　

1日（木）
開学記念日（休業日）

新入生交流会（～ 5/2）

24日（土）
後援会・大学共催事業

「MYUサポーターズデイ」（大和）

31日（土）
後援会、大学共催事業

「MYUサポーターズデイ」（太白）

6月
2日（月）宮城認定看護師スクール入学式

9日（月）春のオープンキャンパス
（大和・太白）（～ 6/13）

28日（土）入試日（大学院 大和、食産編入 太白）

7月
20日（日）夏のオープンキャンパス（太白）

27日（日）夏のオープンキャンパス（大和）

8月　

3日（土）アカデミックインターンシップ
（～ 21日）

6日（水）夏季休業開始（～ 9/28）

9日（土）入試日（大学院　太白）

20日（水）入試日（AO 大和）

9月
12日（金）入試日（大学院・看護編入 大和）

22日（月）入試日（AO 大和）

23日（火）入試日（大学院 大和）

29日（月）後期授業開始

10月

12日（日）

大学祭（～ 13日 大和）

後援会主催事業
「大江健三郎氏講演会」

秋のオープンキャンパス（大和）

16日（木）入試日（AO 大和）

18日（土）
大学祭（～ 19日太白）

秋のオープンキャンパス（太白）

11月　
22日（土）入試日（特別選抜 大和・太白）

12月
12日（金）宮城認定看護師スクール修了式

13日（土）入試日（社会人・留学生 大和・太白）

25日（木）冬季休業開始（～ 1/7）

Ｈ27年1月
17日（土）センター試験（～ 18日 大和）

2月　
　7日（土）入試日（地域推薦・大学院 大和・太白）

25日（水）入試日（一般選抜前期 大和・太白）

3月
12日（木）入試日（一般選抜後期 大和・太白）

19日（木）卒業式・学位授与式

秋の主催事業―10月12日（日）大和キャンパス講堂

ノーベル賞作家 大江健三郎氏を招き
講演＆ミニコンサート開催

今年で14回目となる秋の主催事業は、10月12日（日）に、大和キャンパ
ス講堂で第1部ミニコンサート、第2部講演会の2部構成で開催します。

第1部は、大江健三郎氏の長男で作曲家の大江光さんの作品をまじえ
たミニコンサートです。プロの演奏によるピアノ、フルート、バイオリ
ンのやさしいし音色でお届けします。

第2部は、ノーベル賞作家大江健三郎氏を講師にお招きします。演題
は「いま大切に思うこと―注意深さとねがい

4 4 4

の強さ」です。作家として、父として過ごしてき
た日々に考えること、思い続けてきたことをお話しいただきます。

音楽と言葉のアンサンブルを是非お楽しみください。

今年の大学祭は、大和キャンパスが10月12･13日に、
太白キャンパスが10月18・19日に開催されます。現在、
両キャンパスの大学祭実行委員が、それぞれにテーマを掲
げ準備に取り組んでいます。
大和のテーマは「MYUsical(ミュージカル)」。ゲストに

「伊達武将隊」と全国レベルの演奏を誇る「泉館山高校吹奏
楽部」を招き、大学と地域で最高の舞台を作り上げること
を目指しています。
また、「Hungry ～ shokuを極める～」をテーマに掲げる
太白キャンパスは、毎年人気が高いふかひれバーガーの露
店や、食べ合わせの問題をクイズにしたイベントなど、食
産業学部ならではの企画が満載です。
どうぞ両キャンパスへ足をお運びください。MYUくん SHOっくん

MYU FES 2014 大和キャンパス ➡10月12・13日

太白キャンパス ➡10月18・19日

スポット  サークル
　宮城大学には大和・太白両キャンパス合わせておよそ70のサークルが活動しています。
今回は「弓道サークル」と「劇団おにぎり」の2サークルにスポットを当ててご紹介します。

泉弓道場で練習に励む学生＝泉総合運動場（泉区野村） H25年度太白キャンパス大学祭にて 観客もひき込まれる人形達の演技

応援よろしくお願いします！
弓道サークル（大和）

　私たち弓道サークルは、平成24年に創設のために動き始め、
今年４月からやっと本格的な活動を開始した新しいサークルで
す。部員数は現在17人ほどで、弓道歴6年のベテランから弓に
触るのも初めてな初心者まで、みんなで楽しく活動しています。
今年は東北学生弓道連盟への加盟をはじめ、地域の大会や他大
学との練習試合も予定しており、徐々に活動の幅を広げようと
しているところです！
　大学に弓道場がないため、練習場所を確保するのが大変です
が、泉弓道場など公共の施設を利用しながら練習しています。
他大学と比べると、どうしても練習時間などは少なくなってし
まいますが、練習を通して地域の弓道会の方々とも交流し、充
実した活動を行っています。
　今後も大会などに参加することでモチベーションを上げて、
部員一同、精進してまいります。

（弓道サークル代表 看護学科3年　井上さえ）

「食」を伝える「劇団おにぎり」
太白キャンパスでは「食」に関係したサークルが数多くあります

が、今回は「劇団おにぎり」を紹介します。
「劇団おにぎり」は食産業学部設置当初から、フードビジネス学

科三石誠司教授の協力のもと、人形劇を通じた「食育」活動を行っ
ています。台本もメンバーで意見を出し合いながら１年に１本作
成しており、作品は毎年地域の児童館やインターナショナルス
クールで上演し、子ども達や外国の方にも喜ばれています。学内
でもオープンキャンパスや大学祭で定期的に発表し、来場者に好
評を得ています。実際に公演を観覧してみると、人形を操作する
演じ手の声・息遣いをとおし「ライブ感」や、人形が客席まで飛び
出してくる演出があり、思わずひき込まれてしまいました。

代表のフードビジネス学科4年影山綾子さんは「伝えることの難
しさがありますが受け手の立場に立って演じています」と話して
いました。現在メンバーを募集中です。関心のある方は是非参加
してみてください。

（学務課　関野純子）



宮
城

大
学

後
援

会
報

　
vol.43

平
成

26
年

7
月

31
日

発
行

編
集

・
発

行
 宮

城
大

学
後

援
会

事
務

局
〒

981-3298　
宮

城
県

黒
川

郡
大

和
町

学
苑

1
番

地
1

公
立

大
学

法
人

宮
城

大
学

　
学

生
支

援
第

一
グ

ル
ー

プ
内

T
E

L
:

022（
377）8381 

E
-m

ail:
kouenkai@

m
yu.ac.jp

F
A

X
:

022（
377）8282 

U
R

L
:

http://w
w

w
.m

yu.ac.jp/ 〜
kouenkai/

編集後記

　本年4月に総合情報センター長（図書館長）を拝命した茅原拓朗と申します。
本学の総合情報センターは大学の情報基盤（ネットワーク等）と図書館の両方
を所管していますが、今、その両方が歴史的と言っても過言ではない大きな
変化に直面しています。特に図書館は、大学での学びの転換や、学術情報の
高度な電子化、あるいはMOOC（ムーク）※1)など情報発信の大きな変化等を受
けて質的な変化を余儀なくされており、各大学が次々と図書館改革を打ち出
しているところです。
　本学でも、それらの大きな流れや本学が置かれている喫緊の状況を踏ま
え、大学と地域から真に必要とされる図書館改革施策をこれから次々に打

ち出していきます（早速、7月
には『六限の図書館』と題した
部局を超えた議論と地域交流
を促すための自主イベントシ
リーズを開始しました）。後援
会の皆様にも使って・楽しん
でいただける図書館を目指し
ますので、是非図書館にもお
運びいただき、茅原はじめス
タッフにもどうぞお気軽にお
声がけいただければ幸いです。

日頃から、本学の学生支援に対しご理解・ご協力いただ
きありがとうございます。
ここ数年、学生相談室では相談利用の増加や相談のニー

ズの多様化があり、入学から卒業まで個々の学生が充実し
た大学生活を送れるよう、サポートの体制を強化する必要
を感じておりました。そこで今年度より両キャンパスに臨
床心理士を1名ずつ固定で配置し、週4日、10時から16時
45分の開室時間に拡大することになりました。
近年は学生自身だけでなく、学生に関してご家族からの相

談も増えてきています。お子さんのことで何か気になること
がありましたら、どうぞお気軽に学生相談室をご利用くださ
い。（大和キャンパス学生相談室カウンセラー　山田明子）

　うっとうしい梅雨が明け、東北の夏が本番を迎えました。いよいよ「講演会」の準
備がスタートします。
　今年は講師に大江健三郎さんをお招きしていますが、10年前にも長男の光さんと
共にご出演していただいており、今回で二度目のご登場となます。前回、会場は千人
を超す聴衆で溢れ、大変好評を得ました。今は作家としての集大成に取り組んでいらっ
しゃるという大江さんですが、今回はどんなお話が伺えるか楽しみですね。
　ふたたび音楽との共演でお届けします。是非ご来場ください。	 （S・I）

　会員の皆さまには 9月にご案内をお送りいたします。

●大学への記念品：広報用バックボード 2基
				（大和・太白キャンパス各１基）

●卒業生への記念品：印鑑（ネーム印・訂正印）

●謝恩会費用一部助成

平成 25 年度 卒業記念事業を実施しました

教 員 か ら の 一 言

図書館改革
事業構想学部教授　　茅 原 　 拓 朗
総合情報センター長

茅原先生（左端）と図書館スタッフ（司書）の皆さん。
「がんばります！！」

※1) Massive Open Online Course（大規模公開オンライン講義）の略

―情報発信の歴史的変化に対応―

学生相談室 から

利用しやすいように
バージョンアップしました！

＜大和キャンパス＞
開室日：月、水、木、金
カウンセラー：山田明子

（8年目になりました）
直通電話：022-377-8220

＜太白キャンパス＞
開室日：月、火、木、金
カウンセラー：平泉拓

（今年からよろしくお願いいたします）
直通電話：022-245-1731
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長
表
彰 

２
０
１
３

　
在
学
中
に
研
究
活
動
、
課
外
活
動
、
社
会
活
動
に
お
い
て
顕
著
な
成
果
を
お
さ
め
、
大
学
の
名
誉
を
高
め
た

学
生
に
対
し
て
、
学
長
賞
、
学
長
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
震
災
直
後
か
ら
継
続
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
看
護
学
部
4
年
生
な
ど
学
生
個
人
5
件
と
団
体
7
件
が
受
賞
し
、
西
垣
学
長
か
ら

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
と
受
賞
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

○
学 

長 

賞

①
髙
橋
か
え
で
、
三
浦　

淑
、
髙
橋
朋
子
、
蓬
田
優
佳
子
、
和
田
紗
季（
個
人
：
看
護
学
部
４
年
生
５
人
）

　

南
三
陸
町
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
た
。

②
工
藤
玲
音（
個
人
：
事
業
構
想
学
部 

事
業
計
画
学
科
１
年
）

　

�

岩
手
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
が
制
作
す
る
震
災
復
興
支
援
曲
の
作
詞
を
手
掛
け
る
。
ま
た
、
俳
句
結
社「
樹
氷
」で
活

動
し
、
平
成
25
年
9
月
に
樹
氷
新
人
賞
を
最
年
少
で
受
賞
す
る
。

○
学
長
奨
励
賞

③
女
川
旭
が
丘
仮
設
住
宅
住
民
の
健
康
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ（
任
意
団
体
：
看
護
学
部
9
人
）

　
「
娘
す
ず
め
。」（
サ
ー
ク
ル
：
看
護
学
部
、
事
業
構
想
学
部
30
人
）

　

�

女
川
町
仮
設
住
宅
住
民
に
対
し
、
健
康
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
す
ず
め
踊
り
を
通
し
て
、
狭
小
化
し
て
い
る
日
常
生

活
の
活
性
化
や
住
民
同
士
の
交
流
推
進
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

④P
etit A

nge

（
プ
チ
・
ア
ン
ジ
ェ
）（
サ
ー
ク
ル
：
看
護
学
部
14
人
）

　

�

流
産
・
死
産
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
産
着
を
作
り
、
病
院
へ
届
け
る
社
会
活
動
を
行
い
、
赤
ち
ゃ

ん
を
亡
く
し
た
方
々
に
重
宝
さ
れ
、
産
科
病
棟
で
も
高
い
評
価
を
受
け
る
。

⑤
北
海
道
×
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
・
チ
ー
ム

　
（
任
意
団
体
：
事
業
構
想
学
部 

事
業
計
画
学
科
4
人
）

　

�「
北
海
道
×
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
第
2
回
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」で
、
食
品
開
発
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
企
画

し
、
準
優
勝
に
輝
い
た
。

⑥Table For Tw
o M

iyagi U
niversity

（
学
生
団
体
：
看
護
学
部
、
事
業
構
想
学
部
、
食
産
業
学
部
43
人
）

　

�「TFT

」（
食
の
不
均
衡
の
解
決
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
たN

P
O

法
人
）の
学
生
支
部
と
し
て
、
学
内
外
で
活
動
に

取
り
組
み
、
宮
城
大
学
の
評
価
向
上
に
貢
献
し
た
。

⑦
川
村
瀬
奈（
個
人
：
事
業
構
想
学
部 

デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
３
年
）

　

�

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
院
・
読
売
新
聞
社
主
催「
第
18
回
全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展
」で
全
日
本
高
校
・
大
学

生
書
道
展
賞
受
賞
。

⑧
北
田
友
美（
個
人
：
事
業
構
想
学
部 

デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
4
年
）

　
�

公
益
社
団
法
人
イ
ン
テ
リ
ア
産
業
協
会
主
催「
平
成
25
年
度
キ
ッ
チ
ン
空
間
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」で
奨
励
賞
受
賞
。

 
⑨A

R
T S

TA
N

D
A

R
D

（
サ
ー
ク
ル
：
事
業
構
想
学
部
99
人
）

　

�「
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
で
人
々
を
つ
な
ぎ
、
心
豊
か
な
生
活
を
生
む
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
社
会
貢
献
活
動
を
続
け
、
協

力
し
て
い
る
企
業
、
団
体
か
ら
高
い
評
価
や
信
頼
を
得
る
。
毎
年
泉
中
央
駅
周
辺
で
行
わ
れ
る「
泉
マ
ル
シ
ェ
」で
は

実
行
委
員
と
し
て
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

⑩
早
坂
夏
実
、
藤
倉
真
澄（
個
人
：
食
産
業
学
部 

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
2
人
）

　

�「
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
に
富
む
人
材
の
育
成
」「
柔
軟
で
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
の
社
会
で
の
活
用
」を
目
的
と
す
る
テ
ク
ノ
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で
奨
励
賞
受
賞
。
テ
ー
マ「
嚥
下
困
難
者
の
為
の
ゲ
ル
状
薬
～
薬
を
よ
り
飲
み
や
す
く
す
る
た

め
に
～
」。

⑪
食
品
分
子
栄
養
学
研
究
室（
任
意
団
体
：
食
産
業
学
部 

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
4
人
）

　

�「
第
8
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
東
北（
２
０
１
２
年
度
）」（
国
内
最
大
の
大
学
生
新
事
業
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
）で
奨
励
賞
受
賞
。

⑫
み
や
ぎ
食
の
応
援
団（
サ
ー
ク
ル
：
食
産
業
学
部
24
人
）

　

�

宮
城
の
食
の
美
味
し
さ
・
豊
か
さ
を
紹
介
し
、
食
産
業
の
発
展
や
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
。


